平成26年度第１回岩国市環境審議会の結果について
1 会議名
平成26年度第１回岩国市環境審議会

2　開催日時

　　平成26年12月25日（木）午後２時00分から午後４時10分

3　開催場所

　　岩国市役所５階　51・52会議室
４　出席した者の氏名

　（委員）

　　藤野完二（会長）、河角衛、河本智勇、木村圭一、嶋田陽生、末友靖隆、野草哲平、
　　樋口隆哉、藤谷允子、森川裕子

　（事務局）

　　環境部長：土井寛治　　

　　環境保全課　課長：川戸裕司、環境対策班長：藤井哲夫
　（担当課）
　　環境事業課　課長：中村満、管理班長：上尾浩睦、企画室長：藤村篤士

　　　　　　　　企画室：橋本光弘、釘屋賢一、荒川香与子

　　焼却施設建設事務所　所長：村上栄一
　　下水道課　課長：善本恭平、計画班長：片野光一

　（関連部署）
　　環境施設課　課長：金屋正春

　　下水道施設課　課長：澤直臣
5 議題

１　岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について
２　その他

　　　 ６　公開・非公開等の別

　　　　　 公開

７　傍聴人数
　　１人

８　会議内容概要
《審議等事項》
１　岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について
　①進行管理指標の実績と評価
　　アごみ

　　イ生活排水
　②ごみ処理基本計画の施策の取り組み状況・今後の方針
　　　　③生活排水処理基本計画の施策の取り組み状況・今後の方針
　　　２　その他
1 ８月６日の豪雨災害の状況について

　　
（会　長）　皆さん、こんにちは。年末のお忙しい時間に貴重な時間をとっていただき、ありがとうございます。これから会議に入ってまいりたいと思います。
本日は委員12名の内10名、条例第６条2項の規定にのっとって会議が成立しております。それでは会議に入ってまいります。その前に署名委員として本日、藤谷委員さんと森川委員さんによろしくお願いいたしたいと思いますが、よろしいですか。
（委　員） はい。
（会　長）  それでは、会議を進行してまいりたいと思います。事務局の方から説明をよろしくお願いいたします。

《担当課説明》進行管理指標の実績と評価について、資料に基づき報告
　
（担当課） 進行管理指標と実績については以上ですが、何かご質問等ございますか。何もなければ、次の説明に移らせていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。
（会　長） 何かございますか。
（委　員） いいです。
《担当課説明》ごみ処理基本計画（ごみ発生・排出削減、リサイクルの推進）の施策の取り組み状況・今後の方針について資料に基づき説明
（会　長）　ごみのところが区切りがつきましたので、先ほどの市の説明のところと合わせてご質問等何かございますか。
（委　員）　岩国市は１日１人当たりのごみの排出量というのが、全国は964gだそうですが、平成24年度現在。それと岩国は昨年が911g、今年が923gに上がって、外国人を含んでいるいないがあるようですが、日本の全体で比べると岩国はよく努力されているというか、よくやっておられるなというのは思っていたのですが、この今の説明の2ページ目、市で取り組んでおられるいろいろな細かいことはよくわかりませんが、教員として見た時に出前環境講座とか職場体験受け入れとかそのところしか私にはよくわからないのですが、この出前環境講座にしても、この基本計画の47ページ、真ん中を見ると出前講座は平成21年度から１件30名、22年度３件の利用、23年度１件、24年度１件、それから生涯学習市民講座イカルス、これを私知らなかったので、ネットで見たらこういう風に出ていまして確かに市民講座というのがあるのだなと、うちの職員にイカルスを知っているか昨日今日聞いたら、中学校の教頭がこれのことですかと生涯学習雑誌というのがあるのですか。これでも2004年なので古いですよ、と奥の方から出しましたから2004年といったらもう10年前だなとまだ新しいのがあるのかなと言いながらその程度なんです。この市のこれも2007年の11月１日号と書いてありますから平成19年の、後ろの方は今年の表彰が出ていましたけど。
要はあまりイカルスというのが、聞いたことはあるけど何のことか知らないとか、利用の仕方がよくわからない、気軽に利用しにくい、それから事務室まで届いていても現場までなかなか届いて来ないのでよくわからないというようなことがあったりして、この出前講座にしてもイカルスの利用にしてもたぶん教育現場の方には、我々職員室の方にはなかなか伝わってきていないような気がするなというのが、率直な感想です。

それで、先ほど広報とかホームページで更に啓発していきますと言われていましたが、たぶん来年もそのままであったらこの数は0、0とか１、0、0とかぐらいにしかならないのではないかと、きついことを言いますが。ですから、本気でやろうというんだったら担当者が学校なんかに出向いて行かれて、学校の中にはそれぞれの部署の担当があって、例えばこういった環境教育に関わることについてやっている方がいると思うのですが、その人を出してくれとピンポイントで言っていかないと、学校は。ですからそういうところでピンポイントで誰が環境教育がらみでやっているかということを事務の方で聞かれて、ぜひこういったことがあるので活用してもらえないかと。具体的に活用するかというのは後でお話ししますが、とにかくただものを置いて帰るだけではなかなか教育現場へはこういったものはおりてこないだろうなというのが１つ。

それから２つ目、職場体験受け入れ、中学校と書いてあるのですが、具体的に職場体験というのはどこですか。リサイクルプラザですか。
（担当課）  リサイクルプラザですね。
（委  員）　で、実は中学生もやっているのですが、高校によっては今いわゆるインターンシップっていって、職場体験をやっているわけですね。それで、これを受け入れてくださいということで、担当が走り回って受け入れ先を探し回るんです。我々の側からいうと受け入れてくれるところがなかなか、邪魔になるので高校生は来られても迷惑なんだということで、受け入れてもらえないのですが。
逆にこういった公のところであるならば、可能なら市の方から職場体験を受け入れることが出来るので、何名ぐらいまでだったら受け入れられるからやってみないかと言っていただけたら、大変ありがたい。インターンシップをぜひ活用していただいて、相思相愛になりますので、それをやっていただけると大変ありがたいなというのが２点目。
それから３つ目は、中学校とか高等学校、小学校もそうですが、総合的な学習の時間というのがもう十数年前、平成10年くらいから入ってきていて、総合的な学習の時間というのは、英語とか数学とかとは別に、総学というんですが、総合的な学習の時間というのを必ず設けなければいけない、高等学校では必ず３年間で３単位、つまり３時間はやらなければいけないということになっている。その総合的な学習の時間のこれは中学校の学習指導要領、高等学校は抜粋だけ持ってきたのですが、その中に必ず環境教育とか中学校の場合は、環境教育とか資源エネルギーに関連すること、福祉それから健康に関係すること、その他国際情報科学技術、ものづくり、いろいろあるのですが、今日のこのテーマの中の環境とか資源エネルギーですね、ごみを焼却した後に今度エネルギーを取り出すということがあると思うのですが、そういったこと、それからごみ問題を解決することは健康にも繋がってくる。中学校はそう、高等学校でも同じような関連項目で環境というのは必ず大きな大項目の中にあります。実は昨日市内のいくつかの高校に、総合的な学習の時間にこういった環境問題を取り上げてやっていますかと聞いたら、やっていない。実はうちもやってないんですね、総合的な学習の時間の中というのは、それぞれ小学校も中学校も高校も年間実施計画を作りますので、おいそれと変えられるものではないのですが、この総合的な学習の時間というのは各教科の枠を超えて横断的にとにかくいろいろな知識を加味しながら、生徒たちに探求させていく、考えさせていく、そして課題を設定して、問題を解決していくにはどうすれば良いかというのを考えさせるという時間、そういうのにぜひ、私は理科の教員でもあるので、環境問題を大きな大項目のテーマに取り込んだ総合的な学習の時間があっていいのではないかなと思っているのですが、そのあたりをやはり広報で回られながら環境教育を総合的な学習の時間に含めていく、あるいは理科とかの時間に野外活動という時間もありますから、こういう中で出前講座も絡ませながらこちらから行って、２時間くらいお話をさせてもらえないかとか、或いは野外活動を１日とられる学校があるのだったら、リサイクルプラザにしてもどこであってもどうぞ一日おいでになりませんかとか、そういうような具体的にこういうことでやってみられませんかというのを指し示していただいたら。実は今日も来る時に中学校の教頭がそういうのがあるのだったら聞いておいてくださいと言って今日来たのですが、ぜひ、学校現場の中にこういった環境教育、ここの大きな今日の話しの中の「市民の環境意識の向上」という枠組みの中に今ずっと説明があった中にあったと思うのですが、ただネットに出すだけとかでは多分見ないし、私も実はイカルスとは何のことかさっぱり知らなかったんです、恥ずかしながら。だから、その辺で足を使われて動かれたらいいのではないかなということを申し上げたらと思って、今日は参りました。以上です。

（会　長）　ありがとうございました、ただいまの意見について何かございますか。　　　　　　　
（委  員）　今のよく分かるのですが、市の職員さんもなかなかそういうのが難しいので、一応教育委員会、学校教育課と話しをしながらやらないと市役所の環境事業課が回るとあれだけの学校があるので大変なので、一応は教育委員会を通して、こういうのどうですかという形でやっていくという方法でないと、ただ職員さんが行ってやるのは大変ではないかと思うのです。やり方としたら教育委員会の学校教育課を通すとスムーズに行くのではないかと思います。以上です。
（担当課）　どうもすみません、貴重な意見をどうもありがとうございました。こうやってまとめた中で私共の方も平成25年度、26年度0件でこれではいけないということで、何か考えてこちらから打って出ないといけないということで、協議はしていたところですが、今の現場のご意見をいただきまして、教育委員会とも協議をしながら、もう一歩踏み出したセールスをしていきたいと思います。ありがとうございました。

（委  員）　今のお話の方、私ももっともだと思っていまして、ミクロ生物館でも出前授業をかなり行っているのですが、それぞれ各学校に出向いて実際そこで現場の先生と話してやっていこうという形で進めてきた結果、初年度は年間数件しかなかった講座が今は大体年間7、80件くらいに増えたという経緯がありまして、まさにおっしゃられたとおり、市の職員さんもなかなか頻繁に足を出向くというのは難しいことだと思いますので、教育委員会との連携というのは本当に大事かなと思いました。
それで、教育委員会だけではなく、市内の例えばミクロ生物館もそうですし、あと科学センターさんもありますし、そういった環境教育に関連した部署でひとまとまりで話し合って、例えばなのですが、出前授業に特化した、一覧になったような１つの冊子のようなものが出来上がるとそれを携えて、各学校に年一回なるべく早い時期の方が良いと思うのですが、出向くことで全ての市の関連施設、部署が行っている出前環境教育関連の出前授業に関する案内を周知していただくことができて、学校の先生としても、各部署が何度も行っては話してというよりも一度にそういった話しをした方がしっかりした話しができると思いますし、時間を持てるということで、良いのではないかと思います。
錦川でオオサンショウウオがたくさん生息しているということで、保護施設も錦町の方に新しく増強されるという話も伺ったりしておりますし、環境教育の面において岩国市というのは、全国で見てもものすごく適した自然環境を持っていると私自身は思っておりますので、ぜひとも他の部署と一体になって動けるような形のシステムが出来上がると良いと私も思います。
（会  長）　今のはご意見ということでよろしいですね。

（委  員）　はい。

（会  長）　今のことについて、何か市の方でございますか。

（環境部長）　貴重なご意見どうもありがとうございます。

確かにこちらとしても、イカルスとか市報なんかでごみの話とかいろいろ出してはいるのですが、市民の方はあまり身近に感じていないことについては、情報としてなかなか入ってこないと思うのです。やっぱりこちらの方からしっかり教育委員会もそうですし、自治会さんも一緒に直接話しをして、それからこういった講座もありますよということで、できれば若い方というか高校生、中学生にもごみの話も含めて環境教育というのをしっかりやっていきたいと思っておりますので、これから事業課の担当の方もピンポイントというか中に入っていって話しをしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。

（会　長）　他にご意見ございますか。
（委　員）　私からは１ページ目の指標のデータについてお聞きしたいので、まず、昨年度計画を立てて、その実績と評価ということだと思うのですが、ぜひ目標を達成できた、できなかったという結果に合わせてその要因についても少し情報をいただければ。
後で集計表とかもあるので、それを見ていてどういうところがかかわっていくのかというのを探すことになるかもしれないですが、市の側としてどういうことがその基にあると考えていて、それを踏まえて今後どう変えていくのかという説明があればいいと思いました。で、今回見ますと５については、全体的になかなか目標達成ができなかったという傾向がするわけですが、後の集計表から見ますと、収集ごみ自体はそんなに増えてないですよね、直接搬入の方になると思うのですが、そうすると事業系ごみの影響なのかそれがここ数年全体的に増加傾向にあったように思うのですが、それが家庭系ごみへの混入から事業系がきちんと分けられてきた成果なのか、あるいは景気の回復によって事業所からの排出自体が増えているのか、先ほども個別の取り組みについてご説明ありましたけれども、確か事業系の搬入にどう対応するかという説明もあったと思うのですが、そのあたりの現在の進行状況と合わせて、また排出量が増えていることについて何が影響しているとお考えなのかということをお聞きしたいと思うのですが。
（担当課）　今ご指摘のことに関しまして、いろいろ私共も何でだろうということで検討してきました。それで一番要因として顕著に表れているのが、火災ごみ、その後で埋立ごみが増えたあたりで少し触れているのですが、火災で発生したごみが非常に多くなっておりまして、岩国市が合併いたしまして、全域のごみを埋め立ててきているということもあるのですが、それにしても今火災が多いような状態でございます。一昨日ですか、休みの日に火事がありましたし、その前にも商店街で火事がございました。完全に、例えば持ち主が法人さんとかそういった場合であればこちらの方に入ってくることはないのですが、減免制度というのを設けておりますので、制度を利用される方が増えてきているのかと、個人所有の一軒家がこういった火災が多いのかというところで埋立ごみが増えてきているということです。
　　　　　　それからあとその他の要因についても、いろいろ考えてみたのですが、人口は確実に減っているのですが、ごみは今減っていないと、どうしたものかということでいろいろ考えているのですが、やはり今景気のことも多少なりとは影響しているのかと、特に企業さんのごみもけっこう増えていますので、設備投資されたり、大きなものについては産廃等々になるのでしょうが、その周りの書類の紙とかそういったもの、極力私共としては資源品に回してくださいとご依頼しているのですが、どうしても重要機密書類だからということで焼却施設に持ってくることは多いので、そのあたりで搬入部分が増えているのかと、私もつい最近までこれは一廃ではないのではないかと思っていたものが実は一廃だったというものもございまして、スーパーとかで売れ残ったごみ、商品です。一回梱包してしまうと、売れ残って業者が回収しても一般廃棄物に該当します。なので賞味期限切れのごみとかそういったものもけっこう増えてきているのかと、イコール景気が良くなってそれだけ作ったがというところですね。まだ予測ぐらいしかできないので、もちろん住民の方々につきましては、収集ごみが減ってきているというとこがありますので、努力していただいて資源品は資源品に回していただくとか、水切りをやっていただくとか、そういったことをやっていただけているのかとは思うのですが、どうしても企業が直接持ってくるごみとかですね、廃棄物処理法の方もだんだん厳しくなっていて、元々産廃に回していたものが実は一廃だったから、とさっき言ったように一般廃棄物処理施設で処分しなければいけないとかそういう指導があったりして増えたりする部分がございまして、そういった複合的な要因で少しずつ増えてきているのかと。グラフの方を見ていただいたら分かるのですが、増えているものばかりなので、私共もこれはどうしようかと思ったのですが。

そういったことと後は、生活排水のところでちょっと言おうと思ったんですが、一軒家が増えているのです、実は。一軒家が増えたということは、それだけ動きがあると。アパートだったところから一軒家になったら、それだけもう生活のペースも大きくなるので、ごみも増えていくということがあるのかというところです。
（委  員）  最初やはり火災が多かったのじゃないかと言っておられて、集計表で直接搬入の埋立ごみを見ると極端に増えてますよね。やっぱりこの中身を見て、火災関連がこれだけ増えていると。
（担当課）　はい、火災の現場に、私共行ってから現地確認して、確かに火災に遭われてますねということを確認しています。その量もすごく増えていますので、間違いないとは思います。通常の埋立ごみというのが、第一工場から出る埋立、要はエコテックに一回持って行って、不適合物として返ってきたものなのですが、この量についてはどちらかというと減っているような状況なのです、ということはそれぐらいしかないのかと。
（担当課）　すみません、少し補足でいいですか。
今の埋立ごみの方なのですが、実績値を平成24年度と全く同じ数値にしてみましたところ、ごみ総排出量の一人一日平均排出量が910.4ｇになりまして、平成24年度の実績の911gよりも少し減った状態になったので、やはりそこが大きく影響しているのではないかとは思っております。　　　

（会　長）　今のよろしいですか。
（委　員）　はい。
（委　員）　今、市としてそう言われたが、駅前辺りとか全体的に商店街の地籍調査をやった時に家がすごくなくなっている、みんな駐車場になっている。岩国に住んでおられる方はもう分かると思うのですが、あちこち駐車場になって家が壊れている。
　　　　　　それと、岩国市の人口は、今人口的には減っているのだけど、今米軍基地の中の工事で1,000人ぐらい入ってきている、決して減っていない。人口状態を見ると減っているが、岩国に入ってきている人数というのはすごく増えてきているから、ホテルとか旅館を一年間ずっと借りているから、このごみというのがかなり増えている。飯場を作っていないから岩国市内のどこかの古民家に泊まったりそういうところに泊まって、一昨年が2、300、飯場の代わりだったが、今ホテル旅館を調べてみるとほとんど満杯状態で、それもあると思う。それらが出すごみというのはここ一年間くらいですごく増えている、人が、住民には載らないが。それは岩国市さんが調べられたら分かるのだが。

それ以外でもイベントに私も今行っているのですが、最近何か事業所の数が減ったのかと思うのですが、今まで来てくれてた事業所が減ったり、岩国市の職員さんの顔ばかり見て、事業所さんが少し減ったのかと、協力してくれる事業所さん、ある程度大手企業さんとかエコの関係に力を入れている企業さんがけっこういるので、そこに呼びかける時に情報がいるようであれば差し上げますので、ぜひ企業さんも一緒に入れて、イベントとかやられたらと思います、以上です。
（会  長）　他にございますか。なければ、私の方から１つ、質問なのですが。リサイクル率のところなのですが、僅かですが、減っているわけなのですよね、で一覧表をずっと見てみたのですが、どうもどれが原因でリサイクル率が上がらないのかというのが見えてこなかったのですが。１つだけ気になっているのが、最近の商品を見ていると、分別をきちんとすれば、リサイクル商品が増える気がするんですよね。おそらく分別が面倒くさくなってしなくて、というのが商品が多様になってきていますので、分別が面倒くさくなって全部焼却ごみに入れてしまっている可能性が出てきているのではないか。今パッケージがかなり多様になっていますので、見分けが難しくなってきているんですね、先ほど提案がありました環境教育のことに繋がってくるのですが、もう一度リサイクルについて、３Ｒの話は分かるのですが、何をどう分けなければいけないのか、分ける基準の講座というのを子供向けもですが、一般の大人向けにもう一度やり直す必要が出てきているのではないなという気がするのです、今商品が多様化してきていますので、それをやっておく時期に来ているのかなという感じがしてるんですよ。ひとつご検討の方をお願いしたいと思いますが。
（委　員）　聞いてみたいのですが、資源ごみで食用油の廃油を出しますね、それを市はどういう利用をしておられますか。
（担当課）　廃食用油につきましては、環境事業所の中にＢＤＦという軽油代替にする施設を作っております。うちの施設で処理できるものはそういうものに使っていると。それが微々たるものなのですが、それ以上出ますので、その部分はどうしているかというと、もっと大きな施設を持っているところがございまして、そちらの方に有償で引取りをしていただいております。
（委　員）　何年か前にね、出雲の平田市に行った時に、２千万円くらいの機械を、大きな市ではないんですが、回収して軽油にして収集車に使うという話をきいたのでね、岩国も油を引き取ってどういう処理しているかそれを聞いてみました。
（担当課）　一部やっています。

（委　員）　そうですか。燃料に。
（担当課）  燃料にしています。車を決めて、軽油税の関係もあるので、専用車両でないと入れられないのです。何台か車を決めて専用で走らせています。トラックが一部やっています。
（委　員）　分かりました、はい。
（会　長）　ありがとうございました。次に入っていきたいと思いますが、説明をお願いします。
《担当課説明》ごみ処理基本計画(ごみの適正処理の推進、環境美化の推進)の施策の取り組み状況・今後の
方針について資料に基づき説明。

（会　長）　一括してご質問はございますでしょうか。どうぞ。
 (委　員）　新しい焼却炉はどれぐらいまで、1,000℃ぐらいまで燃やせるのですか。
（担当課）  温度は、一応ストーカ炉という方式を使っておりますが、850℃以上の燃焼です。
（委　員)　 燃やせるものが、今よりは増えるのですか。今岩国がけっこう厳しいですよね、分別が10か11ありますよね。他の町に行ったら４か５しかないのに。
（担当課）　それは同じ方式ですので、分別は変わりません。今まで培っていただいた皆さんの環境に対するエネルギーをそのまま引き継いでいただけたらと思います。
（委　員）　他のところに行ったら、全部燃やしている、そういう施設ではないのですか。
（担当課）　ではないです。
（委　員）　燃やせたらごみが少なくなりますよね、私たちも見学に行きましたが、何でもプラスチックも全部燃やせるという。

（委　員）　そうですね、みんなそういうのがあって、大和市にしても横浜にしてもそれで発電してますのでね。余った電力は東京電力に。岩国くらいの小さいところは燃やすだけのごみの量が足りないのではないかと思うのですが。止められないのでね、一回燃やしたら。
（担当課）　今言われましたように新焼却施設は発電設備等付くのですが、一応燃やしてしまうと焼却ごみになってしまうのですね。それでリサイクル率が下がってしまうわけです。発電して売電収入があるというのはあるのですが、やはり物は物の状態で出した方がリサイクル率はいいのですよね。
　　　　　  私共が今どうしているかというと、容器包装プラスチックという分類がございます。こちらというのは全部がその量をリサイクルする方に出しているのですが、それ全部がリサイクル率に上乗せされています。一応今後の方針というのは、新焼却施設作るときも確認させていただいているのですが、今の分類を保って、分別をしっかり、大変お手数ではございますがやっていただいて、リサイクル率をアップしていこうと。その後どうしようもできなかったものを、どのようにするかというところで焼却施設でできるとかリサイクルプラザでできるとかを切り分けまして、宣伝の材料とかにさせていただいておりますので、どうぞご理解をいただけたらと思います、よろしくお願いいたします。

（委  員）  プラスチックの分別が何ヵ所も残るのですよ、大変なので、管理する人は。冬はいいけど、夏は臭いので。全部持って行ってくれて入れてくれると楽なのですが、そのあたりがどうかと思って、必ず何ヵ所か残りますよ。
（担当課）　そのあたりはですね、また私たちの方も努力になります。ご理解いただけるように、また分別方法についても分かりやすいように、さっきもありましたようにイカルスとかですね、売り込んで分かりやすいようにご説明していきたいと思いますので、ひとつそのあたりはご理解いただけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。
（委　員）　計画的には20年経過したという言葉が先ほどありましたが、20年位は大丈夫ということで。
（担当課）  先ほど申しました20年は、当初に運営管理委託をする期間です。最低というかその後引き続いてその能力を保ちながら長く使える施設を目指すような発注仕様書を作り込んでおりますので、そこは参加されたメーカーさんからの提案、例えば50年もちますよとかそういった提案をいただきながら、そのあたりを実施設計をしていきたいと思います。ですから、20年以上はもつように。
（委　員）  先ほど県の災害ごみ計画を今策定中ということがありましたよね、岩国市は災害ごみとかをやはり引き受けるところがなかなかないから、産業廃棄物はトクヤマとかいろいろ災害ごみを引き受けるということになっているようだけども、岩国も許容量があれば他のごみも引き受けるような形ですか。
（担当課）　そちらについては、後ほど災害の説明するときに話させてください。分かりやすいと思いますので。
（委　員）　すみません。

（会　長）　他にございませんか、どうぞ。
（委　員）　8ページの施策2の方の不法投棄対策の話しなのですが、私も仕事柄よく山道とかに入ることが多くて、不法投棄があるなと見ているのですが、不法投棄の防止看板ですね、最近見ていて思ったのが、「ごみを捨てないようにしましょう」と書いてある従来のパターンが、ああいう看板の場合、何とも悲しいことにその看板のすぐ横に思いっきり捨てられていたりとかけっこうありまして、効果がどうなのかと思っていたのですが、最近不法投棄調査中というふうに書いてある、調査中というのを大きく載せているような看板を置いているところはけっこう効果があるような雰囲気をあちこち回っていて感じますので、はったりでもいいと思いますので、実際調査しているんだよというようなことをアピールすることは同じ看板を設置するということにあたっても、効果が高いのではないかと私の個人的な思いではありますが、思います。
（委　員）　それについて、岩国市環境衛生連合会の方で、軽四に貼って調査中と、それとベストを作って奥の人に全部配っていますので、農作業する時に着てもらおうと、軽四に貼ってもらって畑の方に行って、そういう啓発を環境衛生連合会の方もやっています。協力はしているつもりでおりますので、今からまたいろいろと考えていきますので。
（会  長）　鳥居がいいそうですね、偽物の鳥居が。あれが一番効くとか言っていますね。すみません、余談ですが。
以前に容器包装プラスチックの岩国の品質調査の判定が一度下がりかけたことがあるんですね。もし下がったとしたらその時の説明では、億単位の損になるという話しがあったんですよ。委員さんのご苦労もよくわかるのですが、やはりここはリサイクルを、岩国の場合、綺麗にやってあげることで、大きな貢献を市にしてあげている形になると思うので、大変でしょうが、ご協力よろしくお願いしたいと思います。
（委  員）　それについて、私も見に行きました、いろいろなところ。プラスチックを固めて業者が引き取る、汚れていたら安くなります。また全部洗って出したら今度は家庭排水で公共下水に流れるところはいいけど、そうでないところは川に流れる。環境を破壊する可能性があるので、洗って出すのは簡単ですよ、公共下水が通るところはね、公共下水に流れますが、普通のところは川に流れます。部署によったら洗ってもらうと困る、片方は良く洗ってくださいというので、その辺が良く噛み合わないんです。この前の会議の時にその話、出したんです。しっかり洗って出す、それはプラを売るところはその方が高く売れるから、ですが洗うと排水が全部出ますのでね、小川に。駅前とか麻里布とかこの辺は合流なんで、少し離れたところは分離して出す、だから川へ流すということになるんでね。
（会  長）　何かございますか。
（委  員）　各自治会にはごみの推進員がおります。推進員をただ任命するだけで何にもしてないのです。広報はやっておりますよ、やはり各地区で推進員を集めてやっていけば、すぐではなくて来年度ですが、ここで協議をしても出すのは市民です、その中の我々は一員に過ぎないのです。だから考えてみると14万分の１に過ぎないのです。素晴らしい推進員がいるのですから使ってください。各地区、旧岩国で22地区あります。それで来年度に新しくなりますよね、今まで一回もないんです、一回何か提案したことがあったと思うんですが、行われておりません。やはりその人はやる気満々の人です。だからその人の対応、各地区の自治会連合会長にお願いして日にちを組んでいただいて、やっていただいたら22回やればこの市内終わります。また郡部もそれぞれでやっていけばいいのではかと思いますが。これ１つの提案です。やはり一番ではないかと思いますよ。
（会  長） はい、ありがとうございました。それでは、次の議題に入っていきたいと思います。

《担当課説明》生活排水処理基本計画の施策の取り組み状況・今後の方針について資料に基づき説明

 　　　　
（会　長）　ただいまの生活排水基本計画の施策の取り組み状況と今後についてご質問ございましたら。どうぞ。
（委  員）　資料9ページの施策4のところで一般開放で小学校施設見学の人数が出るのですが、小学校の施設見学42人というのは、小学生の受け入れが42人、年間を通して42人ということでしょうか。
（担当課） はい、そうです。

（委  員） そうですか。

（担当課）　年間通してといいますか、一つの小学校が先生と一緒に施設見学として来られたということです。
（委  員）  ごみ処理施設と比べるとかなり少ないということなのですかね。その排水処理施設の見学に行く小学生というのは。
（担当課）　そうですね。若干、少ないと。
（委  員）　もっと小学生も行っているのかと勝手に思っていたので。4年生くらいですね、社会科見学は。

（会  長）　そうですね3年くらいですね。

（委  員）　岩国では、小学校としてはどういうところに行くようになっているのでしょうか。
（担当課）　今ですね施設見学といたしましては、第一工場・リサイクルプラザという移動が、ほぼ決まっておりまして、第一工場で約半日、午前中、第一工場を見て昼からリサイクルプラザというのが一日の行程で一杯で。私共の持っているし尿処理施設も、小学生の見学はないという状況なのですが、ただその環境学習というのは、どうしても固形状のごみの方にいってしまって、わかりやすいのだと思うのですが。
し尿処理場に行っても、見れるものといったらバキュームカーを見て投入口を見て、出てきた汚泥はこれです、で終わってしまうので、なかなか私たちとしても説明しにくいというところですね。第一工場・リサイクルプラザというのを勧めてやっている関係上どうしてもそういったところに行くようになるのかと。　

（委　員）　個人的にはもっと水の方も見て欲しいという気持ちがあって、すみません時間なんですが、下水道関係ですね。

（担当課）　以前はですね、下水の処理場に小学生の見学がかなりあった時期がございます。それが、やはりシフトが、下水の方からごみの方にという学校で動いてきたのかという感じは思っています。以前は、市内の小学校、旧市内ですが、大型バスでの見学の実績がございました。
（委　員）　排水溝に流れたら見えなくなってしまうで、やはりそれをぜひ意識する機会があったら良いなと個人的には思います。
（会　長）　岩国は、錦川と水の町ですよね。水の生涯というのですが、雨から川へ行って、それで人間と関ってそれがどう処理されて、どう帰ってくるというのを、小学校では4年生くらいでは授業に入っていますよね。それが見学に来ていないということは、どこか何か情報が上手く回っていないのかなという感じがしますけどね。

それと先ほど先生から話しがありましたように、やはりそのようなプログラムが処理できるという情報が学校側に行っていないのかなと感じがしますが。他に何かございますか。

（委　員）　今のお話に関連してなのですが、一文字下水処理場さんの協力を得る形でミクロ生物館で行っているものとして要は小学校・中学校に向けて出前授業なのですが、その中で、一文字処理場を例に挙げて、例えば活性汚泥の話とかそういったものを絡めて、水を綺麗にするのはどのようにしているのか、という話題については、授業の中で大体10分か15分くらいの話題にはなってしまいますが、私が授業をしている学校では、お話を持ち込むようには努めているところです、ただ、やはり現場を見るとまた驚きも感じると違うと思いますので。距離がリサイクルプラザ等から離れているのが一番大きいのではないかと思うのですが、市内各校で回れるようなシステムが出来ると良いのかというふうに私も思います。
（会　長）　ご検討をまたお願いします。他にございますか。なければ、最後のその他に入りたいと思いますが、よろしいでしょうか。それでは、説明をお願いいたします。

　　　　
《担当課説明》８月６日の豪雨災害の状況について、資料に基づき説明

　　　　　　　　　
（会　長）　ただいまの件についてご質問ございますか。
なければ、先程、担当課からの説明で最後に付け加えられましたけども、今度の災害、広島の例を見ましても、突発事故でいつどこで起きるか分からない、おそらく岩国では、私最初にあれは大きいのかなと思っていてその後に広島の大きいのが来たんですけども、ああいうものが今度おきる可能性がありますので、ぜひこの作っていただくのを整備していただいて、今後起きても直ぐ対応出来る様な体制の構築をぜひよろしくお願いしたいと思います。大変でしょうが、今後のためによろしくお願いしたいと思います。

　　　　　　他にございませんか。なければ2時間に渡っての協議になりましたけれども、本日の会議、これで終わりたいと思います。
